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  ＫＭＬメールニュースVOL.74をお送り致します。 
  お忙しい事とは存じますが御一読いただきまして、先生方の 
  一助としていただければ幸いでございます。 
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 １  タイプ２食物アレルギー 
    ～花粉 - 食物アレルギー症候群以外にも～ 
┗ ┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
    前回は、花粉症に合併する食物アレルギー、花粉 -食物アレルギー 
   症候群（PFAS）についての記事を掲載しました。 
   PFASは、花粉によって感作が成立、すなわち、花粉中のある成分 
   に患者さんが特異的 IgE 抗体を産生し、その特異的 IgE 抗体が花粉 
   中の成分と交差性を有する成分を持つ、果実や野菜でアレルギー 
   症状が誘発されるという疾患です。このように、感作アレルゲン 
   と食物アレルギーを誘発するアレルゲンが異なるものをタイプ 2食 
   物アレルギーといい、PFAS以外にも知られています。以下にその 
   代表的な例を紹介します。 
 
   1.ラテックスー果実症候群 (※1) 
    ラテックスアレルギーはゴムそのものでなく、製品中に混入す 
    るゴムの木の樹液タンパクによって発症します。樹液中には多 
    数のアレルゲンが存在し、その中でも熱に強い安定なものがア 
    レルゲンとなります。 
    一部のラテックスアレルゲンは、果実中のアレルゲンと強い交 
    差性があり、ラテックスアレルギーの約半数にバナナ、クリ、 
    アボカド、キウイなどの食物アレルギーを起こします。 
   2.ポークーキャット症候群 (※2) 
    ネコによる喘息において、豚肉の摂取でアレルギーを呈する例 
    があります。これは、ネコ上皮中に含まれる血清アルブミンの 
    経気道的感作が成立し、哺乳類の血清アルブミン間の強い交差 
    性によって食肉、とくに豚肉でアレルギー症状が誘発されます。 
    まれに、牛肉、羊肉、牛乳でも症状が誘発される例があります。 
   3.バードーエッグ症候群 (※3) 
    鳥の飼育者が、経気道的に鳥の糞や羽毛中の血清アルブミンに 
    感作され、鶏卵の卵黄に含まれるα -リベチン（血清アルブミン） 
    でアレルギー症状を起こすことが知られています。 
   4.遅発型獣肉アレルギー (※4) 
    マダニ咬傷により唾液中のタンパクに感作されると、タンパク 
    上のα-galという糖鎖に特異的 IgE が産生され、 2回目以降にマ 
    ダニに咬まれてアナフィラキシーを起こすだけでなく、牛肉、 
    豚肉、羊肉の摂取数時間後に重篤なアレルギーを起こすことが 
    知られています。これは、獣肉中のタンパクにもα-galが存在 
    するからです。これら獣肉アレルギー患者の多くは、マダニ咬 
    傷に気付いていないことが多いようです。 



   5.納豆アレルギー ( ※5) 
    納豆アレルギーも摂取後数時間以降に起こることが多く、その 
    原因は納豆の糸の成分であるポリガンマグルタミン酸（ PGA ） 
    です。納豆アレルギー患者の多くがマリンスポーツ愛好者に多 
    く、一部にクラゲ摂取でもアレルギーを起こします。クラゲは 
    刺傷時に PGA を産生することから、感作はクラゲによる刺傷と 
    考えられています。 
 
   近年、アレルギーの感作と発症の機序の複雑さが解明され、思い 
   もよらないアレルゲンが、何らかの共通アレルゲンを介して関連 
   しており、日常診療において、このような関連の理解も必要に 
   なってきました。 
 
   ※1 池澤善太 他; アレルギー51(8): 591-604, 2002 
   ※2 秋山一男 他; アレルギー・免疫20(3): 418-425, 2013 
   ※3 宇理須厚雄; アレルギー64(6): 796-801, 2015 
   ※4 千貫祐子 ;  第43回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会④シン 
           ポジウム 4、2014 
   ※5 猪又直子; 第65回日本皮膚科学会中部支部学術大会③シンポジウム 
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 ２  学術研究発表 
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   2017年 6月17・18日に千葉県  幕張メッセ国際会議場、国際展示場 
   で行われました「第66回  日本医学検査学会」において弊社技師が 
   発表を行いましたので紹介させて頂きます。 
 
   【演題】 
   全自動尿分析装置US-3500 MSの基礎的検討 
 
   【はじめに】 
   尿定性試験紙検査は、腎、尿路系疾患含め全身性疾患を診断する 
   上でのスクリーニング検査として広く行われている。 
   今回我々は、 US-3300 の後継機である全自動尿分析装置US-3500 MS 
   （栄研化学）について基礎的検討を行ったので報告する。 
 
   詳しくは、下記URL をご参照下さい。 
   http://www.keihin.gr.jp/image/kml-pdf/US35002017-07.pdf  
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 ３  ＫＭＬインフォメーション 5月～ 7月分のお知らせ 
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   前回メールニュースを配信しました後から現在までに発行されま 
   した「ＫＭＬインフォメーション」についてお知らせ致します。 
    
   各インフォメーションにつきましては、医院様へ随時お届けして 
   おりますが、ご確認などに活用していただければ幸いです。 
    
   2017年 5月16日 eGFR( 推算GFR)報告に関する重要事項 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2017-0516.pdf  
 
   2017年 5月22日 COOL BIZ（クールビズ）実施のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2017-0522_2.pdf  
 
   2017年 5月22日 抗核抗体FEIA法  新規受託のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2017-0522.pdf  
 
   2017年 5月27日 抗核抗体及び血小板関連IgG 表記適正化のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2017-0527.pdf  
 
   2017年 6月 5日 25-OH ビタミンD(Total)新規受託のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2017-0605.pdf  
 
   2017年 6月26日 コハク酸シベンゾリン  表記適正化のお知らせ 
   https://www.kml-net.co.jp/information/pdf/2017-0626.pdf  
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